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の研究所」となります。この英語名に端的に示されるように、国立国語研究所は日本語という言語を、言語学を軸 する学際的観点から多面的・包括的に研究し、豊かな社会作りに直接的・間接的に寄与する成果 提供 ことを目的としています。　
国立国語研究所が大切にしたいのは「コトバの多様性」という概念です。現在、地球上には約六
千の言語が話されていると言われています。それらは、一方では、他の動物のコミュニケーションには見られない人間言語固有の普遍的特性を共有すると同時に、他方では、それぞれが用いられる地域・社会・文化に応じた独自の個別性を発達させています。日本語の内部においても同様に、北は北海道方言か 南は琉球諸方言まで多数の方言がそれぞれ特色ある言 文化の花を咲かせています。そのように多様 多彩な日本語の姿 包括的に解明するためには、それを分析す ための手法においても日本語学、言語学、心理学、自然言語処理、教育学などを含む多角 なアプローチが必要となります。 「多様性」 反対語は「画一性」ですが、言語 いうものは、あ りにも豊かで色とりどりの性質を持っているため、画一的な視点で統一 ることは到底不可能です。言 は、それを用いる人間そのものであり、人間はひとりひとりが多様 個 ある存在ですから、日本語の研究においても「多様性」の尊重がキーワードに るのです。　
創刊号のテーマ「日本の方言の多様性を守るために」は、まさにこの理念に叶うもので、琉球語




































て伝えられ、 蓄積され、 発展してきました。 私たちは 「高い文化」「高い文明」と言いま が 言語が ければここまで発展してこなかっただろうと思います。言語 所有は人間と他の動物とを区別する最大の特徴の一つだと言ってもよいと思い す。　
人間が創造したものの中で、言語ほど緻密で繊細で複雑で、人








化に対応していく中で、 絶え間ない創造と改良を積み重ねました。アフリカで生まれた最初の人間が世界中に広がっていく。住む場所も気候もいろいろと違う中 適応していくわけです。世界中に拡散している生物の中で、人間は 遺伝学的な変種が一番小さいのです。環境に適応していくなかで遺伝的な性質 ないで適応している それがなぜ可能か い と、文化によって適応していくことをしているわけです。　
個人に発生した工夫と変化が一回限りのものに終わることもあ












いが生まれ、 長い間に文化の地域的な変種が形成されていきます。広い地域を移動して ると、広い範囲の中で共通性が共有されるのですが、定住してくると移動の制限が出てきますので、地域ごとの変種がより強くなっ くのだろう 思います。　
言語にも同様の地域的な変種が生まれます。近接する地域の言
語差は小さい 遠く隔 られるほどに言語差は大 くなります。隣り合っていても高い山、海、川などによって言語差ができることもあ ますし、国境や社会的あるいは政治的な境界が言語差を大きくすることもあります。　
地域内の文化的・言語的な同一性は構成員をつなぐ絆となりま
すし、 地域的アイデンティティを形成 る重要な要素 なります。違うことばを話す人、違う文化を持って る人たちに対し、 「あの人たちと私たちは違う」 と言って身内の意識が りますが、言語はそのような地域的アイデンティティを形成する重要 要素です。　
日本における文化と言語の地域差もあります。日本は亜寒帯か
















島を仙台市と重ねます。 そうすると沖縄島の那覇は長野県あたり、宮古 は京都と大阪の境目あたり、一番西の与那国島 岡山 と広島県の境目あたりに及ぶ広い範囲にあ わけです。　
琉球列島の両端の方言では会話が成り立たないほどの言語差が





























kfː 」 （作る） という動詞は、
k と














配的になり、文化や言語に「こっちが良い」 、 「こっちが悪い」という優劣をつけ 暴力的ともいえる圧倒的な力によって、マジョリティの文化と言語への置き換えが短期間に起きた結果で 。　
同じことが日本でも起きました。性急な西洋化と近代 と都市





























す。あるおばあちゃんの八五歳のお祝いを、沖縄では「トゥシビー」というのですが、そのトゥシビーのお祝いで孫がエイサーをしたのです。そうすると おばあちゃんが自分のお祝いにーを と言って怒って帰ってしまって 孫と口をきかなくなった。なぜかと言いますと、エイサーは祖先や死者を慰める芸能なんです 孫は伝統的な芸能だから良かれと思 やっ のです。ところが孫は歌詞の意味もエイサーの意味もわからないま やってしまったわけです。エイサーの意味や本質を知ら で。　
文化の継承というものが表層的な、表面的なも に留まってい
て、根本的な理解 十分になされていないのではないかと考えられます。沖縄では三線も伝統的 民謡も盛んな すが、そ 三線や民謡を教える師匠さん ちが方言を知らず、若い人たちに歌詞の意味を教えられない。だけど歌 「上手だ」 、 「下手だ」 、三線の弾き方が「うまい」 、 「下手」と言って指導し ま 。そで本当に伝統文化の継承が可能なの しょうか　
沖
縄のテレビでも「桜咲いたら１年生」という歌が流れます。






と、沖縄の季節変化は、週めくりのカレンダーをめくるようなゆっくりした変化です。沖縄の季節ごとに鳴く蝉の声、鳥の声、あるいは季節、季節に咲く花、花 色があります。しかしそういうことをまったく勉強しないまま 桜前線 どうの、紅葉がどうのとテレビでは見るので が、自分たちが住んでいる地域の自然表す言葉を知らない。地域の自然や自然感など 教育されていません。　
南北に長い日本。北と南、太平洋側と日本海側、沿岸部と内陸





























ケー」です。 「真夏の日中は暑いので、太陽を萎えさせてから畑に行きなさい」 。 「マフックァ」というのは、真夏 昼間のムッとするような暑い状態を言うのですが、この単語も標準語に翻訳しにくいのですが、面白いのは「ティーダ
　
ネーラスン（太陽を萎





























の編纂が必要です。標準語の対訳が載っているだけではなくて、いろいろな表現や例文を載せて、そこに込められているいろいろなことを記述する必要が 文法書も形式や標準語の対訳だけが載っているだけでなく、さ ざまな意味と用法とそれぞれの使い分けを記述す 必要があります。　
そのことによって、かつて傷付 られ失われた自信と誇りを取
り戻し、活力ある文化や言語として活性化 せ、オリジナルな新しい文化や言語表現を創造するこ が きるのだと思います。　
たとえば与那国島の若い人たちが『ハリー・ポッター』の与那























































































































































ドが落ちてきていると ろです。 すから、こ ォーラムを、一気に復興のほうへ流れ 変える良い機会と促えてここ 臨んでいるわけです。　
私がここに参加した目的は二つあります。１点目は、第三者あ






ときに『ああ、 ど しよう』という意味で用いま それから『ウットゥリャー』 いうのは、他人 どに心配事、悩み事が出たときに『わあ、どうしよう、大変だ、大変だけれども私には責任はない。 』というニュアンスで使うので 。　
今日はどうか皆様、私がこれから皆様に申し上げることは、
『ウ


















ましたが、 たとえば「ありがとう」は、与論は「トートゥガナシ」ですが、関西だと「おおきに」というイメージがあります。 かし今は、私の民俗村に見 る関西のお客様は「おおきに」を使う人はほとんどいません。 ありがとう」と言います。そういう感じで、本土方言の場合はその地域の訛りは残るのでしょう 、会話のなかで単語自体はだんだん共通語が増えていくような変化だと思うの す。　
ところが与論の方言の場合は日本語と外国語ほどの差がありま














うにしましょう」という努力事項が掲げられたりして、私もよく学校で方言を使って見つかったり 友達に告げ口されたり まして、方言札をかけさせられたり、廊下 立たされ りという思出があります。　
ところで今ユンヌフトゥバがどうして衰退したかという要因に
ついて話をするときに、方言禁止運動の負の部分だけを強調しがちです。しかし当時の先生方は自分の教え子が本土に出て行ったときに困らないように、差別されないよ に 愛情を持って指導をしたと思うので 。ですから、そういう先生方 あ がたさ、愛情と、また共通語推進運動があったからこそ、試験はすべて共通語で出されるわけですから 学力向上にも成果があっ こともまた忘れてはならな と思います。　
学校に方言禁止という校則があったことは、確かに子どもたち
や親にも「方言は共通語に比べると劣ったことばで る」 、そしてまた「方言で話すことは恥ずかし 」と 意識を抱かせました。ただそれは、親御 んが子ども ちに積極的にユンヌフトゥ
バを教えなくなった要因の一つではあっても、主たる要因ではないと思うのです。環境の変化と方言の衰退　
私は方言衰退の大きな要因は生活スタイルの変化にあると考え
ています。昭和三〇年代に入りますと与論島でも核家族化が進みます。それから観光客が増えてきま 沖縄の復帰が昭和四七年ですから、 までは与論島が日本最南端 島だったのです。高度経済成長期ですから、経済的に豊かになった都会の若者たちが「日本最南端の島、与論島に行こう」ということに て一気に押し寄せました。都会の若者たちが一気に押し寄せたこと。そしてまた学校に部活動、スポーツ少年団 できたり て、子どもちも夕方遅くまで学校にいる。帰ってきたら「宿題 早くしなさい、風呂に入りなさい」と 後はテレビを見て、寝る。　
そういう暮らしの変化の中で、私が小・中学生の頃は学校内だ




の方々、議員の方々が集まって、住民と行政側とが何でも自由に討論しあう町政懇談会があって、 そこに参加しましたときに、 「今、与論のことばは危機にある。本来は家庭で教えるべきものでしょうが、今はそういう状況 ないから、学校で取り組む ではないか」と。 「学校は昔だったらいざ知らず 読み・書き・そろばんだけを教えると ろで ないでしょう。 今は地域の中核であり、学校自体が地域の文化も教えるべき はないか。方言の授業に取り組んでいってほしい」と訴えました。しかし当時の行政側 返事は、 「方言は確かに大事であるけれども、学校は方言を教えるところではない」と、 「親が家庭で責任を持って教えるべきだ」というところで打ち切られて まいま た。　
私
もそこでは引き下がりましたが、納得はしていませんので、
では自分なりにできるところまでしようということで、たとえば観光協会、商工会など、直接関係ないような ころにも行きまた。 「観光とは海のレジャーだけで ありません、島のいろいろな素晴らしい文化があるのだから、それ自体、方言を含めて、独特の習俗とか、 ろいろとありますから、そう も 残いくのが観光になるのではな か」と訴えました。商工会 ど場違いみたい ところでも方言のこ ばかり言って、本当に「この方言バカが」と言われるくらいな ですが、そのようにやっ きました。　
平成一三年に、私が住んでいる東区集落の子ども育成会の会長





論小学校のＰＴＡの副会長をやってくれないかと言われましたので、私の思いも言って、 「できれば小学校で方言の授業ができませんか。それができるのだったら副会長を引き受けます」ということで、もちろん反対は出ませんでした。そこで、ＰＴＡ要覧に正式に「ユンヌフトゥバを話し いこう、保存し いこう」ということを載 てもらって、それからまた始めました。　
１学期は月２回図書室を借りて、子どもたちを呼んで勉強会を
しました。２学期からは月１回、 「総合的な学習の時間」という正式な授業という形で取り組むようになりま た 私はアシスタントティーチャーとして参加しています。 が現在 続いております。平成一四年から現在まで、全校生徒 象でやっています　
翌年の平成一五年、今度は中学生にも授業をするようになりま















































トゥバの場合は「が」と「ぬ」と二つあ 、その使い分けができないといけないのです 、 若い人たちの話すユンヌフトゥバでは、その使 分けができなくなっています。 それから敬語 用 方も、いわゆる共通語の敬語の用い方と違うところがありますが、これも共通語に合わせてしまっている。　
先ほど狩俣先生からありましたが、第二過去、第一過去と う
ものがありました。 「ワイタン」と「ワタ 」の使い分け。それも若い人たちができなくなっ い す。 そういうこ もある で、一刻 早く復興させないといけな ということを感じ おります。　
それでも今、学校での取り組みも広がりつつあり、与論町の条




ているだけで、 「残ったほうがよいか、残らないほうがよいか」と聞くと、 「それは残ったほうがよい」と答えてくれます。まだそういう気持ちが皆さんにあれば、島民がみな力を合わせて、本当に方言が大事だと思って力を合わせれば復興できると私は信じています。今後の活動 つ　
今後の取り組みについてですが、今後はこれまでの活動を通し
て浮かび上がった問題を一つひとつ解きほぐしながら、活動の輪を広げていきたいと思っています。具体的には、まず最も大事なことは、島の人自ら、一人ひとりが自分の話すことば、島のことばは与論の宝である。そしてこれは自分たち 代で失ってはいけない。次の世代に伝えていくべき大切な文化である。そして自分のアイデンティティである。与論の のアイデンティティであると強く認識する から始ま と思います。　
大人自身が二言語併用生活のすごさに気付いていない。自分が












方言はずっと聞いて育っていれば話せるというものでは ど もないようです。聞いて理解するのと話 のは別のようなので、そのこともまた理解して、子どもたちに今後教えていく があるかと思ってい す。　
ほとんどの親はユンヌフトゥバが残ってほしいと思っておりま
すが、現実 忙し 生活の中では ついつい共通語を使っている いうことなので、今後はＰＴＡとか地域の各種団体と協議し 、自分の子どもだけ はなく 、地域で、道で、店で会ったときも よそ さんにも気軽に方言で話しかけて、子どもたちがユンヌフトゥバを覚えて話しやすくなるような環境づくりをしていく必要があ ま　
今の若者や子どもたちは方言を話すことに対してマイナスイメ




子ども会育成連絡協議会等、多くの団体がありますが、残念ながら現在のところ、それらの団体か 自主的にことばの復興に対して取り組みが見られません。どうしても生業と言いますか、観光協会だったら観光だけ、観光 ことばと 文化が結びつかない。婦人会だったら、た えば子育てとか花壇の花植えなど 議題に上ってしまって、子どもに方言を伝えていく いうことも議題してほしいのですが どう そういう団体でことばの問題が一向に上がってこないのが残念です。 さんにも今後は声掛けをしていこうと思 います。　
それから現在は主に小学生、中学生を対象に継承活動が行なわ
れているのです 、青年層が今、空白地帯になっております。ことばの問題は空白層を作 は けませんので、今後青年団に働きかけをしていこうと思っています。　
奄美と沖縄だけが共通語励行教育を受けたと思い込んで、本土
の人と方言の話になるとそのことばかり言う人 また同時に本土の人も自ら 地域にも共通語励行教育があ ことを知らない人が多いために、いろ ろと誤解があり 共通語励行は全国的に推進され ことであ けれども、その取り組みに地域差があったことなども説明して、そうい 誤解 取り除いていくことも大事かと思っています。　
ユンヌフトゥバ復興に向けてしっかりとした仕組みと仕掛けが




の中心の都会でこういうフォーラムが開催されましたが、今度はぜひ現場で開催していただきたい。これは特に強く申 上げたいのです。ぜひ私たちの与論町に来て、こういうフォーラムを開催していただきたいと思う です。内側からだけの運動ではなかなか殻は破れないということを常々感じております。 島にいると 「隣の若造が何かやっているぞ」 いう感じなので 島の人たちを動かすためには第三者の意見と言いますか、専門家の方々 ご意見とか、内側 らと外側から 意見がど しても必要です ういうフォーラムを開催していただ て、一気に復興に弾みをつけたい。本当に強くそのことを願っています。　
最後になりますが、これまで特に明治以降、方言を少し蔑視し
てきたところもありまして、その地域の方言ならでは 豊かな感情・感覚表現などが相当失われた 思うのです。もし共通語しなければこの国の言語社会は「干 びた」とまでは言いませんが、どうも味気ないよ に思い す。全国にいろいろな方 あるからこそ、ことばが生き生きとして、瑞々 く 、そして躍動感あふれるような言語社会に るので ないでしょうか。　
そこで、日本の方言の多様性を守るために私たち一人ひとりは





穴が開いてしまい、どんどんその宝物が漏れ落ちていく。元に戻そうと落ちた言葉を拾って器の中に入れるのだが、漏れるほ が早く、みるみる中身が少なくなっていく。手が足りません。そこの道行 人よ、手を貸 てくれ。通り過ぎないでくれ」 。こんな状況ではないでしょうか。　
物事は何でも経験してみないとわからない こと ありま






































り、私もそれが正しいと思います。方言と言語の区別は簡単な問題ではありません 、ことば 隣同士で通じない場合は方言ではなく別の言語と考えるのが普通です。先程の狩俣先生のお話にもあったように 琉球列島の中にお互いことばが通じない があるので、そこに複数の言語が存在するこ を認めたほうがよ でしょう。　
方言や地域のことばに関しては意識の問題があって、今は地域






















ましたが、参考になるまとまった記述がなかなか見つからなかったので、自分で現地調査を行っ 、それを記述することを決心しまし 。敢えて、報告が少なく、 し うで、かつ調査しにくいと言われている大神方言という危機言語に挑戦することにしました。　
最初はどこの方言を調査すればよいのかを狩俣先生に相談した
ら、 「大神島は難しいからやめた方 よい」 と言われましたが （笑） 、私は頭が固いので結局それに ました。確かに色々難しかったですが、大神方言を選んだのは大正解で その調査によって得
27 ●　講演３　消えてゆく小さな島のことば
大神島を訪れて
られた成果は非常に大きかったです。二〇〇七年から何回も大神島を訪 て、長いときは三ヶ月ぐらい宮古本島で宿泊しながら、日帰りで通っていました。そうやって二〇〇九年に大神方言の発音と文法の全体像 それに歴史的な変化の記述を博士論文と てまとめました。　
学問の面だけではなく、大神方言調査は私にとって大変良い人
生の経験でもありました。食べるだけで精一杯だ 戦前の時代から、テレビや携帯電話 時代への変遷を目撃した人たちと触れ合うことができ、また、貴重な戦争体験談なども聞かせていただいて、非常に良かったと思い す。　
調査が成功したのは現在八十八歳の方に出会えたことが非常に
重要だったと思います。信頼関係を築き上げるのに時間 かけて慎重な態度を取った も大事だっ と思います。実は、大神島
は「神秘の島」と言われており、神に関するタブーが非常に多いです。そのため民俗学的な調査が非常に難しいのです。部外者が神様のことやお祭りの内容を知ることが許されて ないのです。見ることもできませんし、聞いても答えてくれません。下手に聞いてしまう 、時々「あ たはもう帰 」 言わ たり そうです。私は旧暦 をよく知らないので、間違えて旧暦のお正月に島に渡ったら、船から降りた途端に「帰りなさい」と言われました。　
そういう話を以前から伺っていたので、最初は「神様」という
















のぐらい異なるかがわかると思います。 大神のこ ばは、左は音声表記をして、右はカナで表記しま 。また後でお話ししますが、大神の方言にはカナでなかなか表記できない音、単語がたくさんあります。　
大神方言は宮古の中でもかなり独特で、発音の特徴が














らいは るのですが、この方言には９個しかなく、おそらく日本列島の中で最も少ないと思います。それに「パ・タ・カ」と「バ・ダ・ガ」 の区別がありません。濁音がこの方言にはなく、 「開けろ」も「上げろ も、両方とも「アキル」と って、区別がありません。また珍しい は子音の連続です。日本語にはなかなか子音の連続がありませんが、この方言にはたくさんあります。たとえば「土」のことを「
m
ta 」 、 「人」は「
pstu 」 、 「おでこ」は「
ftai 」 、 「二
日」は「




ウ・エ・オ」など ような母音を中心に単語 構成される ですが、大神方言はその原理に反します。母音がまったくない また
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表１：大神方言の語彙
日本語 　　　大神 日本語 　　　大神
私 anu アヌ 妻 tuk m トゥキゥ
貴方 vva ッヴァ 疲れた pukarikam プカリカンム
自分 tuu トゥー 西 i m イイゥ
どこ nta ンタ 頭 kanama m カナマイゥ
ここ uma ウマ 首 nupui ヌプイ
同じ junumunu ユヌムヌ 髪の毛 karak m カラキゥ
虹 timpav ティンパヴ 卵 tunuka トゥヌカ
父 ma イゥア 低い p mtakam ピゥタカンム
兄 suta スゥタ 座る p m m ピゥー
子供 faa ファー 怖がる iv イヴ
男 pikitum ピキトゥンム
は声帯を振動させて発音される音も一切ない単語があります。たとえば「おっぱい」のことは「
kss 」 、 「櫛」は「





とばの歴史に興味があると言いました 、この方言にも非常に古い特徴があって、いくつか紹介し みたいと思います。 まず、ハ行が奈良時代と同じくパ行になっており、たとえば「花」のことを「パナ」と言います。これは非常に古い特徴で、共通語のほうが「訛っています」 。また、 「夢」のことを奈良時代で
は「イメ」と言っていました。それは共通語などで「ユメ」に変わりました。大神島では「イミ」と言い、最初の音はずっと変わっていません。詳しいことを話します 複雑になりますが、奈良時代では「息」の「キ」と「木」の「キ」は発音が違っていました。 現代の日本語では同じ音ですが、 大神方 で 違います。 息」の方は「




うか。保存とはどういうことなのでしょう 。ことばを化石化た形で博物館の中で文化遺産として保管することな か。それとも生きたままで次世代へ継承できるように保護することなのか。それは根本的な問題ですが、私 次世代へ継承でき ように生きたまま保護しないとあまり意味がな と思います。　
今は地方のことばの研究が支援されており注目も浴びているも






元から発信しなければなりません。地方の は、それ 話している人と習いたい人の努力 なければ消滅してしまいます。そこで国または地方自治体 支援 なければかなり難しい 思います。　
言語学者は「我々のことばを救え」と一方的に言われても非常
に困ります。専門の知識 技術を提供して保存 活動に協力すことはでき が、地 の人が熱心にそ 言を守ろうとし い限りどうにもなりません。例えば菊さんのよう 方 いる 非常によいと思います。　
研究者はこのように保存活動に協力し、できるだけ地元への還
元をしなければなりませんが、それは今まであまり考えられてきませんで た。た えばＮＨＫの『全 方言資料』という録音資料があって、最近ＣＤ版も出てい その中に大神島の録音が含まれており、もう亡くなった方々の声が聞けるのです 、大神の人に聞い みたら、誰もその資料の存在を知らなかったそうです。その資 地元に「還元」されるべきだと誰も思わな ったようですが、こ は問題だと思います。大神の人たちに 録音を聞かせたら、自分の親戚の声が聞こえて大変喜んでい した
多くの場合、伝統的なことばが話せるのは高齢者だけで、今記録しないと今後継承も研究も一切できなくなります。したがって、大至急、様々なジャンル（日常会話、昔話、歌）などの音声、映像、テキストを集めなければなりません。　
その他に不可欠なのは、方言をそれぞれ個別に、包括的・体系
的に記述した文法書です。今まではことばの全体像を明らかにしないまま、細かい部分を研究するのが主流でしたが それではそのことばの全体の姿がわかりませんし そのことばを学習することもまったくできません。琉球語が始まって今百年以上経っているのに、記述文法書がほと どないということは我々言語学者の反省すべき問題だと思います。　
ある方言学者が文法の完全な記述は３年や４年では絶対にでき
ないと言っていますが、私はそのくら の時間があれば 完全とは言えないかもしれ せんが、十分立派な文法記述 書け 思います。　
地域のことばが消滅してしまうのはどうしようもないと断定す












ろです。ちなみに「雪」という単語は与論のことばにはないとおっしゃっていましたが、対照的にコリャーク語では「雪」 降っている雪、積もっている雪それぞれ 専用の単 があります。だいぶ地理的・気候的に違うのだなという印象を受けた次第です。　
しかし、そういう地理的あるいは気候的な違いがあっても、両





























































くの低い丘から見た写真です。植生がよくわかると思います。コケやベリー類、マツの一種であるハイマツという背丈の低 マツが生えています。そして遠くのほうにはグイマツというカラマツの一種の木が見えます。ツンドラとい 植生が比較的豊かですし、かといってタイガほどに森林が密生しているわけではありません。したがっ 、 「ツンドラとタイガの移行帯」と呼んでます。　
ここで人々はトナカイ遊牧を営んでいるわけです。これは夏の






















ンノキという木の で染めた冬の毛皮服です。コリャークの人たちはビーズ刺繍を施して仕上げます。手袋、ブーツ すべてトナカイ毛皮で作られて ます。　
夏
の衣類もトナカイ毛皮で作られます（⑨） 。これはトナカイ
毛皮の何で作られているかおわかりになり でしょうか。何かのリサイクル す。ヒントは、 あちこち黒くなっている とです。　
答えは、住居です。そう、写真⑩のテントは、トナカイ毛皮カ
バーで作った夏用住居ですが、これを剥が 、外側につい毛を全部削いで夏用 衣服に るのです。住居の中で煮炊きをし
ますので、煙で燻されて黒くなっているのです。このように燻煙を施されているというのが、水を通さな 、蚊を寄せつけないために、夏の衣類としては非常に優れているのです。衣と住をついだ究極のリサイクルだと思います。様々な副業も　
先ほども申しましたとおり、コリャークは複数の副業にたずさ










































































































































































な山頂」という名前ですが、どこを見 も「平らな山頂」を想像させる身体的特徴は見当たりません。では い た ぜこんな名前を付けるのだろうとい こ でトナカイの名付け〜出来事を名前に刻む　
このような名前は、実は、できごとを刻んでいると理解できま
す。つまり、そのトナカイを飼っている人が実際に目撃し 、あるいは関わったストーリーがその名前の背景にあるのです。言ってみれば、名前はそのできごと 思い出すための記憶誘発装置というかラベルみたいなも なのだ いうことです。　
たとえば「平らな山頂」というトナカイは、なぜそう名づけら
れたかというと、 ある時、群れから逃げ出してしまったそうです。そして、探していたら、平らな山頂 上で母トナカイ 一緒に休んでいるのが見つかっ そうです。つまり「平らな山頂」 いう




















ーク式の名 も この男の子は、なんと５つもコリャーク語の名前を持って 。ロシア語 名前があればそれでいいじゃないかと思います 、コリャークたちは、コリャーク語の名前を失うことは、自分たちの魂を失う とと同じだと言って、コリャーク語の名前にこだわります。なぜならば、コリャーク語の名前に 、彼らの人生観が映し出されているからです。　
どのようにこの名前を付けるのかというと、アーニャペリとい
う占い石で占って命名するのです。年寄り 女性が木に吊るしたこの占い石の前に座り、祖先 を次から次へ 言って くのです。もし、そ 石が揺れたら、揺れた時に言った祖先の名前が新生児の名前に付けられるのです。　
この占いの名づけの背景にあるのは再生観念です。人は死んで






前になっています。たとえば「ムィショーノク（仔ネズミ） 」 、 「スニケルス（チョコバー） 」 、 ボーイング（ボーイング） 」 、 「ストゥレロク（弓を射る人） 」 、 「カバン（イノシシ） 」などです。　
本来、
トナカイは種を増やしていくための家畜です。ですから、













ような子どもがでてきています。コリャーク語の名前を失うことは、単に自分につけられたラベルを失うということではありません。人は死んでも新たに生き返ることができる、再生することができるという、いってみれば非常に楽観的な世界観 人 観をも一緒に失ってしま ということを意味するのです。言語の喪失は何をもたらすのか　
現にコリャークの人たちはアルコール中毒や様々な病気などの




喪失は、このようにすべて並行して起こっているのです。言語とは単なる記号のセットではありません。言語をなくしてしまういうことは、その記号にすり込まれている民族固有の知識とか情報なども一緒に失くしてしまうことなのです。さらに言えば、生とか死という人の経験に対する固有の解釈 仕方も失くし しまうこ なのです。非常に恐ろ いこと す。　
私自身、コリャークが直面しているそのような急激な言語の変




































究し、２番目で、そのうち消滅の危機にあるも がど くらいあって、その消滅の危機の程度がどの程度なのかということを明かにし、３番目でそ 他、今後消滅の危機にある言語を把握する
ために必要なことを調査するというものです。ユネスコの
Atlas of the W

























15人とされ、 『極めて深刻』と評価された」 、 「このほか
沖縄県の八重山語、与那国語が『重大な危険』に」 、 それか 「沖縄語、国頭語、宮古 鹿児島県の奄美諸島の奄美語、東京都の八丈島などの八丈語が『危険』 分類 た。ユネスコの担当者は『これらの言語が日本で方言として扱われているのは認識しているが、国際的な基準だと独立の 語と扱う が妥当と考えた』と話した」 と書かれています。トマさんの講演にもありましたが、言語学的に 話しても意味が通じなければ別 言 とするという考え方があります。 のような観点からユネスコはこれらを「言語」として発表 のです。言語・方言の定義　
今回の文化庁の仕事でも、 「まず言語と方言の定義を明らかに
した上でこの事業を実施すること」となっています。しかし、 「語」と「方言」を区別することは、 じつ と も難しいことです。




されていることばは、本土の人には通じないくらい本土のことばとの隔たりが大きい。そう う意味で 別の言語とするという立場もあると思います。しかしこれまでは、一般 は「方言」 位置付けられてきました。それ ことばとの間に、ある程度の対応関係が存在するからです。対応関係とはどういうこ かと言うと、本土の方言、たとえば東京の とば 「エ」 発音するところを琉球諸方言では「イ」と発音するというようなことです。図２をご覧ください。 「かげ（影） 」というこ ばが、与論は 「ハギ」 、沖縄では 「カーギ」 、宮古 は 「カギ」 、与那国で 「カ
ﾟ
キ（鼻濁音） です。東京の ゲ」が奄美・沖縄では ギ」 、または「






図２　本土方言 e と琉球諸方言 i との対応例
論・沖縄・宮古・与那国で「ティー」 、 「ね（根） 」は「ニー」になっています。 「ふね（船） 」は与論で「プニ」 、沖縄・宮古で「フニ」 、与那国では「フ」が落ちて「ンニ」になっています。 「ほね（骨） は与論で「プニ」 、沖縄で 「フニ」 、宮古ニ」 、与那国で「フニ」と言います。したがって、与論、沖縄では「船 と「骨」の区別がありません。それから「へ（屁）は与論で「ピー」 、沖縄で「フィー」 、宮古で「ピー」 、与那国
48




られてきました。インド・ヨーロピアン語 つまり、インドからヨーロッパにかけて 広い地域で話されているいろ ろな言語には、 それぞれ発音上の対応関係があります。 そこで、 これらは元々、同じ祖先か 出たのだと考えられてきました。ドイツ語や英語、フランス語、イタリア語、スペイン などは、元々、祖先は同じ言語だったというわけです。日本はこのような研究の方法を取り入れ、東京のこ ばと奄美・沖縄のことばとの間に対応関係があることを発見しました。 で、両者は言語的に同じ祖先を持つと考え、琉球で話されて ることばを「方言」 呼ん きたのです。　
しかし、最初の狩俣さんの発表にもありましたように、琉球列
島は歴史的に、 一八七九年まで琉球王国だっ 。 言語的にも奄美・沖縄のことばは東京の人には通じないくらいに違いが大きい 文化的にも独自の文化を持っています。 そのよ なこと 考える 、琉球のことば 「方言」ではなく「言語」と位置付ける いう考え方もあると思います。　
以上述べたような、
お互いに通じるか通じないかとは別に、 「言
語」と「方言」 定義に 、社会的な基準が大きく関わっています。たとえば、 スペイン語とポルトガル語は非常によく似 て、
お互いに通じます。対応関係に関しても、東京と琉球よりももっと密接な対応関係があります。しかしこの２つは、どちらかがどちらかの方言とは言いません。スペイン語、ポルトガル語のようにそれぞれ独立した言語で また、南アメリカのブラジ ではポルトガル語が話されていますが、ブラジルのポルトガル語はポルトガ 語の一方言とは考えられていません　
このように、
ことばには言語的な要因─どのくらい似ているか、






















という状態は、 んなに特別なことではなく、むしろ普通のことです。そのような考え方に私 も切り替えていくほうがよいではないかと思います。 「言語」と「方言」の定義に関しては、ディスカッションのときにパネリストの方々からも何かフォローしていただければ消滅の危機の程度について　
以上のように、 「言語」か「方言」かの定義は難しいのですが、
日本の中に言語のバリエーションがたくさんあるのは事実です。それらのバリエーションについて、消滅の危機に瀕しているものがどのく いあるか、そしてその程度がどんなものかとい のを調べるのが文化庁の第２の要求です。そのためには、何をもって危機と判断するかという判断 基準を持たなければなりません。これについてもユネスコが６段階 判断基準を示して ますで、それを見ることにしましょう。　
第
一段階は「安全」 。これはすべての世代によってその言語が
話されている場合です。第二段階が「脆弱」 。たい こどもたちがその言語を話すけれども、 ある特定の場面に限られる場合。第三段階 「危険」 。こどもたちがもはや家庭でその言語 母語として学ばない場合です そして第四段階が「重大な危険」 。の言語が祖父母やもっと古い世代によって話されていて、親世代
はそれを理解するけれども、こどもたちの間ではもう話されない場合です。先ほどの呉人さんのご発表では、コリャーク語はこどもに伝わっていないということでした。ということは、 すでに 「重大な危険」の段階にあるわけです。第五段階が「極めて深刻」 。祖父母世代ですら部分的に、たまにしかその言語を話さない。したがって、言語・方言を忘れつつある、そのような場合です。方言調査にいくと、 「ちょっと待って。昔なんとか言ってい けどねえ。ちょっと思い出せない」 いうことがよくあります。これなどは、調 と う特殊な 面 のことですから まだ「危険」または「重大な危険」あたり のでしょうが、それが頻繁になてくると「極めて深刻」 いうことになります。第六段階が「消滅」 。もう言語を使用する人が ない場合です。　
こ
れでいくと、日本には第三段階の「危険」 、または第四段階
の「重大な危険」にある方 が非常に多 と思いま 親は方言を理解するけれども家庭で 使わない、したがって、こどもたちは家庭で方言を学ばない、そういう地域は日本中にたくさんあります。方言が消滅するか、生き延びるかのキーを握って るのは親世代、四〇代で 。親がこどもに向かって方言で話すかどうか、それが方言が消滅に向かうか、保存される のキーなので 。　
これまでのご発表にありました３地点を見てみますと、それぞ



























と一〇歳上がって、 方言が話せるのは五〇代以上です。与那国は日本復帰後、サトウキビの収穫のために北海道からたくさんの人が入ってきたという事情があります。北海道では冬は農業 できませんから、最初は出稼ぎとして北海道の人たち 与那国島に入り、 そ 後、結婚したり 島に定住し のです。その人たちは当然、与那国方言が話せません。した って、そのこどもも家庭で方言を学ばない。そのこどもたちが今では四〇歳近くになっているわけです。　
甑島は図４のグラフに示したように、人口の流出が










宮古や与那国、甑には方言の教材がありません。与那国では３年前から地域学習の時間 方言の学習を始めたと言っていましたが、教材の作成まではいっていません。甑では学校教育で方言がまったく取り上げられていない状態です。甑島の鹿島町 委員会の話ですと、今後、取り上げる予定もないというこ でした　
次に、ファクター８、コミュニティでの言語に対する態度につ














ことばの喪失は文化の喪失につながるとい こ 。も 一つは、人間のことばの特色を考える上で、ことばの 性 必要だということ。私たちはよく、 「人間のことばってこんなものだよね」 「日本語ってこんなことばだよね」と言いますが、メジャー ことばだけを見てそんな は言えないということです。　
そして、多様性を守るために何をしなければいけないか。これ




























で議論になるかもしれません。 「学校教育の中で方言を教えることができないか」というのがあります。実は私もそう うこ は考えていまして、私方言教育は可能だと思います。ただしそれは研究者や菊秀史さんたちのような地元の人たちだけではなくて、行政も関わる問題です。行政の役割は非常に大きいと思いますが、可能だと思います。　
それから、それをどの程度教えるか
という問題があると思うので 。たとえば今、小学校２年生用に「私たちの宜野湾市」 とか 「私たちのなになに村」とかという副読本があって、それをもって地域の自然 か地理について勉強します。それと同じ、たとえば が住んでいるのは普天間飛行場のある沖縄県の宜野湾市ですが、 「宜野湾市の文
化とことば」といったような副読本を作って、地域の文化とはどういうものなのか、地域のことばとはどういうものなのかという、基本的なことを教える教科書から英語の教科書のような方言そのものを教えるも まで、いろいろなレベル も があ ので、どこまで、どの程度、どのように教えるかということに関しては様々な議論があと思 ます。そういう議論は必要か思います。　
もう一人の方が「本土方言の場合の











な白いきれいな砂浜と、珊瑚礁に囲まれている島です。与論の子どもたちは東京に行きますと、ディズニーランドがあったり、 高いビルが並んでいたり、おしゃれな洋服が買えたりする。そうすると東京に憧 るわけです。地元にいると「与論島 て何もな よね」という感じで言っているわけです。　
「では与論島の海をすべて埋め立て





アメリカの兵隊さんが大勢いらっしゃいますが、そ ご家族が隣島の与論にちょ ちょい遊びに見えるのです。うしますと、ご主人はアメリカ 人だけど、奥さんが日本の だったり るケースもあって、家族連れで見えますと、小さなお子さんがいわゆるバイリンガルなのです。幼稚園か１年生くらいの子どもたちがみんなバイリンガルで話しているわけです。それを私がそばで見ると、この子どもたちはすごいなと思うのです。　
それで私も、子どもたちに「私たち
が使っているのは、方言とは言う れども、外国語 共通語みたいに差があるわけだから、２つの言葉を使え 君たちの父ちゃん、母ちゃん、じいちゃん、ばあちゃんはすごい能力を持って
いるんだ。残さないのはもったいないよね。だから君たちもぜひ覚えてほしい。先祖から伝わってきたことばだから覚えてほしいし、 のお父さん、お母さん、おじ ちゃん、おばあちゃんにも、 「おじちゃんがそう言っていた」とお家に帰ったら伝えなさいと言っているのです。　
地元におりますと、共通語と方言を
しゃべるというのは、なんの価値があるのと思うわけです。そこのどこが素晴らしいのかと思うだろうけれども客観的に見れば２言語しゃべっているようなものですから、これは素晴らしいことだと思うのです。これを普通できる を、 大人が自分の が子に、あるいは地域の子ども 伝えていないというのは本当は怠慢だと思う です。 子どもに 責任はありません 。先ほど木部先生のお話にも したように、大人とか親が自分の先祖か伝わってきたこ ばをどう認識するかということがとても大事なことかと思っています。　
それから、共通語は東京方言が中心
になっています。東京方言も方言の一つなので、どうしても表せないような
という話をするわけです。 「そのためには与論島のきれいな海を全部埋め立てないと けないけどね」という話をすると、 「いや、海は埋め立ててほしくない。あの白 砂を残してほしい」と子どもたちは言うわ です。そういうレジャー施設はほしいけれども、島の海は汚してほしくないと うわけです。　
どうしてそう思うのかと聞くと、そ
の子どもは答え切れないわけです。うまく説明できないけど、あのきれい浜は残してほしい、というわけです。私は「皆さんもよくわからない れども、そう思うでしょう」と。 「よくわからないけれども、 あの れ な海は、きれいな砂浜 大事だな」と。　
「だからみんな、そういうものがあ
るんだ。ことばだって一緒なんだよ。皆さんも大 くなったらそう思う ろうけれども、ことばというの 、与論島の歴史が数千年ある して 島に人が住み始めて社会生活が始ま 、の先祖の歴史の中で現在のユンヌフトゥバが成り立っているわけです。その数千年かかってできあがった島のことばを、共通語が話せるからいらないと
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ものがあるわけです。たとえば「ナグリャー」という言葉があります。これは「ああ、かわ そう」という意味が一つです。 う一つは、たとえば音信不通だった人に数十年ぶりに会ったしたときに、 「アッセー、ナグリャー」と言うのです。東京語で言えば 「ああ、久しぶり」になるの しょう。でもその「ナグリャー」という言葉は「久しぶり」の意味だけではな のです。すごく愛情がこもっている「よくぞ元気だったか」とか、 「ああ、愛しい」とか、「ああ、よくぞ無事で」というこ がある。これはとても東京語では表現きない感情のこもった言葉です。　
あとは、何か呆れ返ったりするとき




らいくつか関連するものをま めてお答えしたいと思いま 。まずは、なぜ大神方言のような方言がこんなに変わっているのか、方言とはいつも ものなのかという質問です。　
こ
とばは常に変わっていくもので
す。それをことばの乱れと批難する人もいますが、ことばの変化は誰も防げません。時間 経てば必ず わってくのです。たとえば、平安時代 『伊勢物語』に「昔、男ありけり」表現がよく使われていますが 「ありけり」という語形は今の標準語ではなくなってしま ました。しかし誰も乱れとは言ってい が 同じことです。　
大神方言の変わった特徴も時代の変
化がもたらしたものです。そのことばが限られた地域 話さ ており、そでしか流行らないことば、表現、発音
の癖が必ず生まれてくるのです。時代が変わるとそれがだんだん重なっていって、そこにしかない特徴が多く ります。それが多くなると、隣の方言とコミュニケーション 取 なくなります。そういう時は、ただの方言ではく、別の言語になったと言えます。　
古いものが方言に残りやすいと言い









住んでいる地域はあまりにも寒くて、温暖化はピンとこないと うの 正直なところです。また、私自身，コリャークという小さな民族の存亡に気を取られていて、温暖化までは手が回らないということかもしれません。コリャークは、ロシア 一大国家の政治や経済の変化の影響をもろに受けざるを得ず、そ 成り行きに無関心
られないのです。　
ロシアではペレストロイカが起きて
社会主義から自由主義に変わったわけですが、それによってコリャークも生業に対 る国家的な支援を失ってしまいました。その結果、トナカイ遊牧という生業が衰退し ひいては生命を保持していくための基盤を失っ しまったということがあります。そのことがあまりにも大きく衝撃的で、温暖化まではなかなか気が向かないということでしょうか。　
ここで少しだけ学校教育について紹
介させてください。私が一九九三年初めてフィールドに入った当時は、週１〜２回くらいずつ学校でコリャーク語を教えていました。 ところがその後、次々にそのようなコリャーク語の授業がなくなってしまい、少なくとも私
く、そのくらいの違いがあれば別の言語と言ったほうがよいと思います。たとえばフランスの隣のイタリアのことばは、フランス語と非常に似ており、木部先生が指摘したような対応関係もきちんとあります。イタリア語は聞てもなかなかわかりませんが、簡単な話だったら、少し単語を拾ってコミュニケーションが取れないこともないです。去年、パリの電車の中で「ディズニーランド行きの電車はどれですか」とイタリア語で聞かれて、フランスで答えたのですが、通じました。 （笑）そこ 「フランス語 イタリア語の方言だ」と言われたら、それはおかしいと思います。 自分がフ ス人な で自分のことばが方言と言われたら違和感を感じますし、逆に がフランス語の方それはちょっと違いすぎるので、私は別の言語だと思います。　
ユネスコの立場は、情報があまりな

















あるけれど 、それは危機 はないのかというご質問 。確かに私の説明の中でも申し上げましたように、日本全国に危機に瀕 た方言はあると思います。研究者の数がなんとい
っても限られていますので、やはり地元の人をなんとか巻き込むしかないと思っています。奄美、沖縄や八丈だけではなく 、いろいろなところにも調査に行き、地元の方と一緒にやりたいと思っております。　
それから方言の中でも、なぜ関西弁
だけ元気なのかというご質問がありました。確かに元気な方言もあります。これはやはり話す方の意識だと思す。関西の方 誇りを持って らっしゃるのではないかと思うのです。方言を子どもたちに伝えようという気持ちではなく、おそらく、 言を使う が普通だという感覚 す。なくなりつつある方言もそんなに卑下 る必要はなくて、方言を使うのが普通だから、子どもが使うのも普通だとなるのがよのではないか、と思って ます。　
地方に調査に行きますと、先ほど申





就職にためになるというこ ではなくて、実利的なも では かもしれないけれども、昔から継 れてき 、無条件に次の世代 移すべきものがあと思うのです。　
論理的に説明できませんが、そうい









方言が危機に瀕して るか、その原因はいっぱいあると思います。その中大きな一つが、学校教育で方言は訛りとかと同じで、矯正すべきものであるという教育があ て、それで誇りを傷付けられながら一生懸命標準語を獲得してきました。それから そういう方言の訛りのある人を侮蔑したり 差別したりというこ もあって、 「なるべくそのようにならないように」といって方言を捨てて標準語を獲得し きました。
方言の多様性はなぜ必要か　
皆さんにお伺いしたいと思います。









るかというと、マジョリティの人たちが学校教育の中で「方言はダメだ」と教育し、そして「お前たちは変なことばをしゃべっている」 、 「お前たちのことばは変である」と西洋人が言い、日本人のマジョリティが言った。ということであるなら、 「こうなったのはお前たちマジョリティの責任である。だからお前たちマジョリティの責任で元に戻せ」とマイノリティが言う権利はないかと。 「お願いしますから、私たちのことばをどうか残すようにしてください」ではなくて、完全に立場を変えて、 「お前たちのマジョリティ責任で直すべきである」と。学校教育が方言を衰退させたのだっ ら、が方 元気にさせるべきである。マジョリティの人たちが方言を衰退させ
たのだったら、マジョリティの人たちの責任で元に戻すべきである。今 日本はそういう国 なっているのではないかと言ってもいいのではな かと。　
研究者が一般言語学的に考えて、こ
の方言、言語 大切だから大切にするというのではなくて。言語学的にはつまらな かもしれ い。隣の方言と大して違っていないかもしれない。 もこれは私たちのことばである。だからこの とばを残したい。このこ ばをしゃべりたい。１００年後 自分たちの子どもや孫に ゃべってもらいたい。そのようなほんのちょっとした希望をマイノリティ 人たちが言 てはいけないのかという発想はどうだろうかと うのが、実はこの会場に来てから思ったことです ここはそういうことを言ってよい場所かなと。 （笑）そういうことを聞 てくれる人が るかなと思って。 （拍手）　
だ
から、発想を変える。 「お願いし


























うになりましたが、方言を使うことと英語を学ぶことは、ちっとも対立することではないのです むしろ方言を知っているほ が、他の言語を学びやすいということがよくあ す。た えば方言は共通語 違う文法を持っていたりします。それがむしろ英語と似ているとか、そう もあるわけです。　
私は九州の人間ですので、たとえば













TEL. 042-540-4300 / FAX. 042-540-4333
国立国語研究所　第３回国際学術フォーラム
日本の方言の多様性を守るために
２０１１（平成２３）年３月31日
発行：大学共同利用機関法人  人間文化研究機構
　　　国立国語研究所
〒190-8561　東京都立川市緑町 10－2
TEL：042－540－4300　FAX：042－540－4334
http://www.ninjal.ac.jp/
編　　集　
デザイン　株式会社　弘　文　社　
印　　刷　

